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健
全
で
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
す
る

森
林
を
育
成
す
る
た
め
、
岡
山
県
で
は

平
成
十
二
年
に
「
岡
山
県
緊
急
間
伐
推

進
計
画
」
を
策
定
し
、
五
カ
年
間
で
四

二
、
六
〇
〇
㌶
の
間
伐
実
施
を
目
標
と

し
て
、
市
町
村
、
森
林
組
合
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
計
画
的
に
間
伐
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
本
格
的
な
、
間
伐
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め

て
、
間
伐
に
対
す
る
補
助
事
業
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、平
成
十
四
年
度
は
八
、五
五
〇

㌶
の
間
伐
実
施
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
が
、
間
伐
に
対
す
る
補
助
事
業

の
概
要
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
、
作
業

道
開
設
に
対
す
る
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
に
お
い
て
も
、
独
自

に
間
伐
等
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
間
伐
を
実
施

さ
れ
る
時
に
は
、
地
元
の
地
方
振
興
局

森
林
課
、
市
町
村
、
森
林
組
合
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
十
一
、
十
二
月
は
「
間
伐
推
進
強
調

月
間
」
で
す
。

　
森
林
所
有
者
の
皆
様
に
は
こ
の
機
会

を
捉
え
、
こ
れ
ら
の
補
助
制
度
を
有
効

に
活
用
し
て
、
積
極
的
な
間
伐
の
推
進

を
お
願
い
し
ま
す
。（

治
山
課
造
林
係
）

区 分 

�
水土保全
林整備事
業・資源
循環林整
備事業�


機能回復
整備事業�

事業主体 

�
森林組合・森
林施業計画作
成主体等�


上記以外�

実　施　面　積 

�
（森林組合等） 
１施行地0.1ha以上かつ施行
地合計面積が4.0ha以上 
�
（森林施業計画作成主体） 
１施行地0.1ha以上かつ施行
地合計面積が0.5ha以上 

�
１施行地0.1ha以上かつ施行
地合計面積が0.5ha以上�

作 業 種 

除・間伐 

特定間伐 

除・間伐�

対象林齢 

11年生～�
　35年生 

26年生～�
　45年生 

11年生～�
　35年生�

切捨て・搬出 

切捨て 

切捨て 

人力搬出 

機械搬出 

人力搬出 

機械搬出 

切捨て 

切捨て 

人力搬出 

機械搬出�

伐 採 本 数 等 

立木本数の10％以上20％未満 

立木本数の20％以上 

立木本数の10％以上 

立木本数の10％以上 

立木本数の20％以上 

立木本数の20％以上 

立木本数の10％以上20％未満 

立木本数の20％以上 

立木本数の10％以上 

立木本数の10％以上�

補助金額の目安�
（１ha当り） 

  45,554 ～ 108,345

  55,144 ～ 131,155

125,874 ～ 299,376

160,639 ～ 382,060

251,748 ～ 299,376

321,278 ～ 382,060

  35,431 ～   84,268

  42,890 ～ 102,009

  97,902 ～ 232,848

124,941 ～ 297,158

注１）上表は、森林所有者等（市町村、林業公社を除く）が森林組合と請負契約により実施した場合の例です。補助金額は作業実施の形態、保安林、
森林施業計画等の条件により変動します。 

注２）搬出は、間伐木を80％以上搬出する場合に限ります。 

２　緊急間伐促進事業（県の補助事業）�
　○造林補助事業（上記１）で実施する16年生から45年生までの間伐等に対して、県費を上乗せ補助します。（市町村が、県と同額以上の補助を行う
場合に限る。） 

　○造林補助事業及び本事業により、最大81％の高率補助で間伐が実施できます。�

【間伐に対する補助事業の概要】�
１　造林補助事業（国の補助事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円�

区 分 

緊急間伐
促進事業
（県費嵩
上げ） 

事業主体 

市町村・森林
組合・森林所
有者等 

実　施　面　積 

（造林補助事業に同じ）�

作 業 種 

造林補助事業
で行う間伐・
特定間伐等�

対象林齢 

16年生～�
　45年生�

補　助　率 

最高　  9.0％ 
県　　  4.5％ 
市町村  4.5％�

伐採本数� 切捨て・搬出�

（造林補助事業に同じ）�

間
伐
の
推
進
に
つ
い
て

間
伐
の
推
進
に
つ
い
て�

間
伐
の
推
進
に
つ
い
て�
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賀
陽
町
　
　
　
　
　
　

吉
備
高
原
き
の
こ
園
　

代
表
　
坪
井
卓
也
　

　
吉
備
高
原
き
の
こ
園
は
、
脱
サ
ラ
を

し
た
三
人
の
方
々
が
、
共
同
で
ヒ
ラ
タ

ケ
栽
培
を
中
心
と
し
た
複
合
経
営
を

行
っ
て
い
る
組
織
で
す
。
代
表
の
坪
井

さ
ん
に
林
声
の
原
稿
の
執
筆
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
ろ
よ
く
引
き
受
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
以
下
は
、
坪
井

さ
ん
本
人
の
執
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
十
年
九
月
か
ら
三
人
の
共
同
経

営
に
よ
る
ヒ
ラ
タ
ケ
の
施
設
栽
培
を
賀

陽
町
黒
山
で
始
め
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
三
人
は
、
以
前
、
岡
山
市
内
に
本
社

の
あ
る
某
ス
ー
パ
ー
の
青
果
部
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
年
一
月
か

ら
順
次
転
職
し
、
ヒ
ラ
タ
ケ
・
葉
タ
バ

コ
・
ピ
オ
ー
ネ
の
栽
培
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

　
各
品
目
毎
の
生
産
規
模
・
生
産
量
・

作
業
期
間
及
び
生
産
上
の
問
題
点
な
ど

は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
ヒ
ラ
タ
ケ
は
、
平
成
十
年
九
月
か

ら
、
葉
タ
バ
コ
・
ピ
オ
ー
ネ
は
、平
成
十

二
年
度
か
ら
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ヒ
ラ
タ
ケ
の
栽
培
に
当
た
っ
て
は
、

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
安
定
し
た
生
産

を
行
う
た
め
、
ビ
ン
栽
培
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
生
産
施
設
へ
の
投

下
資
本
が
大
き
い
割
に
は
、
労
働
生
産

性
が
低
く
収
益
率
が
悪
い
の
が
現
状
で

す
。
改
善
策
と
し
て
は
、
収
穫
量
の
向

上
と
単
価
を
上
げ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
収
穫
量
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
栽
培

環
境
の
改
善
と
生
産
技
術
の
向
上
で
あ

る
程
度
の
効
果
が
上
が
り
ま
し
た
。
販

売
単
価
の
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
昨
年

来
の
キ
ノ
コ
類
の
市
場
価
格
暴
落
の
た

め
、
市
場
へ
の
出
荷
を
抑
え
て
収
益
性

の
高
い
直
接
取
引
の
比
率
を
上
げ
る
よ

う
、
各
地
の
青
空
市
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
新
規
開
拓
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
三
部
門
と
も
目
標
の
売
上
高
に
は
到

達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
課
題
・
問
題
点

を
克
服
し
て
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
追
記
）

　
吉
備
高
原
き
の
こ
園
で
は
、
平
成
十

三
年
度
か
ら
う
す
ひ
ら
た
け
栽
培
実
証

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
実
用
化
に
取
り
組
み
た
い
と

の
意
向
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
普
及
指
導
区
と
し
て
も
、
林
政
課
・

林
業
試
験
場
と
連
携
し
て
、
事
業
化
へ

の
協
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

AG

（
高
梁
普
及
指
導
区
　
下
境
一
郎
）

地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち

地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち�
地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち�

ヒラタケの発生状況

品　目

ヒラタケ
（ビン栽培）

葉タバコ

ピオーネ�

規 模

建物
789㎡

168ａ

8ａ�

年間生産量

6,000㎏

3,500㎏

600㎏�

出荷先 

青空市 
スーパー 
市場 

ＪＴ 

市場�

生産上の問題点 

�
品質の向上、販売
単価のアップ�


品質の向上、収穫
量の向上�


収穫量向上のため
の老木の更新�

作業期間

９月～３月

３月～８月

４月～９月�

氏
　
　
名�

坪

井

卓

也

�

片

山

一

巳

�

宮

越

雅

昭

�

年
齢�

四
六
才�

四
二
才�

四
二
才�

住
　
所�

倉
敷
市
上
東�

岡
山
市
妹
尾�

倉
敷
市
玉
島�
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○

　
普

及

情

報

長
伐
期
施
業
に
取
り
組
ん
で
　

　
　
　
　
　
　
み
ま
せ
ん
か
！

　
岡
山
県
で
は
、
長
伐
期
施
業
の
推
進

を
図
る
た
め
、
二
十
一
世
紀
お
か
や
ま

の
新
し
い
森
育
成
指
針
│
長
伐
期
施
業

を
目
指
し
て
│
を
作
成
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一
　
長
伐
期
施
業
と
は

　
一
般
的
に
は
ス
ギ
な
ど
針
葉
樹
人
工

林
で
、
柱
材
生
産
を
目
的
と
し
て
四

〇
〜
五
〇
年
で
皆
伐
す
る
短
伐
期
施
業

に
対
し
て
、大
径
材
を
目
標
と
し
て
、伐

期
齢
を
柱
材
生
産
の
二
倍
程
度
ま
た
は

そ
れ
以
上
と
す
る
施
業
を
言
い
ま
す
。

二
　
な
ぜ
今
、
長
伐
期
施
業
な
の
か

　
我
が
国
の
人
工
林
は
、
森
林
面
積
の

四
割
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
民
有
林
で

は
二
六
〜
四
五
年
生
の
林
分
が
多
く
、

こ
れ
か
ら
主
伐
対
象
林
齢
に
達
す
る
人

工
林
が
急
増
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
伐
採
時
期
の
延
長
や

伐
採
方
法
の
工
夫
な
ど
に
よ
り
、
資
源

の
持
続
的
な
利
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
で
も
二
十
一
世
紀
森
林
・
林

業
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
県
産
材
供
給

量
の
平
準
化
と
森
林
の
持
つ
多
面
的
な

機
能
の
高
度
な
発
揮
を
図
る
た
め
、
間

伐
を
推
進
し
な
が
ら
最
長
伐
期
を
一
五

〇
年
と
す
る
長
伐
期
施
業
へ
徐
々
に
誘

導
し
、
公
益
的
機
能
を
発
揮
し
な
が
ら

多
様
な
木
材
需
要
に
対
応
で
き
る
森
林

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

三
　
長
伐
期
施
業
に
適
し
た
森
林

　
長
伐
期
施
業
に
適
し
た
森
林
は
、
高

齢
に
な
っ
て
も
成
長
の
衰
え
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
周
囲
の
林
況
、
土
壌

な
ど
か
ら
的
確
に
地
位
を
判
断
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
途
中
段
階

で
何
度
と
な
く
間
伐
収
入
を
得
る
た
め

に
は
、
搬
出
条
件
が
良
く
、
区
域
面
積

が
大
き
い
方
が
生
産
経
費
の
面
か
ら
適

し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

長
期
間
に
渡
っ
て
山
で
成
育
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
気
象
害
を
受
け
に
く
い

森
林
を
選
ぶ
こ
と
も
必
要
で
す
。

四
　
長
伐
期
に
向
け
た
施
業
体
系

　
平
成
十
一
年
度
か
ら
林
業
試
験
場
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
「
長
伐
期
施
業

に
対
応
す
る
森
林
管
理
技
術
の
開
発
」

で
作
成
さ
れ
た
ス
ギ
林
分
収
穫
予
想
表

を
参
考
と
し
て
、
大
径
材
生
産
を
目
標

に
伐
期
を
一
五
〇
年
に
想
定
し
た
ス
ギ

施
業
指
針
表
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

五
　
長
伐
期
施
業
の
収
益
性

　
施
業
指
針
表
と
こ
れ
に
対
応
し
た
収

穫
予
想
表
を
用
い
た
平
均
モ
デ
ル
を
想

定
し
、
伐
採
総
収
入
か
ら
造
林
費
を
控

除
し
た
林
業
収
益
を
比
較
す
る
と
次
の

よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
植
栽
、
下
刈
り
等
の
施
業
を
長
期
間

に
渡
っ
て
余
分
に
行
わ
な
い
で
す
む

た
め
、
一
定
の
材
積
成
長
量
が
確
保

さ
れ
る
限
り
、
短
伐
期
施
業
に
比
べ

長
伐
期
施
業
の
方
が
有
利
で
あ
る
。

②
適
切
な
枝
打
ち
が
行
わ
れ
、
良
質
材

を
生
産
で
き
る
林
分
に
あ
っ
て
は
、

積
極
的
に
長
伐
期
施
業
に
誘
導
す
る

こ
と
に
よ
り
、
収
益
性
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

六
　
お
わ
り
に

　
小
径
材
生
産
や
一
般
材
生
産
を
目
指

し
た
施
業
を
行
っ
て
き
た
場
合
で
も
、

主
伐
期
を
延
ば
せ
ば
長
伐
期
施
業
に
誘

導
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
た
だ
い

た
ず
ら
に
伐
期
を
先
送
り
す
る
施
業
で

は
な
く
、
収
入
間
伐
を
繰
り
返
し
な
が

ら
残
存
木
を
優
良
大
径
材
に
育
て
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
林
業
専
門
技
術
員
　
山
形
博
則
）

スギの高齢林

除間伐 

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

第５回 

第６回 

第７回 

第８回�

見込林齢 

14年

23年

30年

35年

48年

70年

90年

（随時）�

間伐前本数 

3,100

2,650

2,000

1,500

1,100

820

620

470

間伐後本数 

2,650

2,000

1,500

1,100

820

620

470

450

間伐率 

15

25

25

27

25

25

24

4

スギ施業指針表　　　　　　　　（単位：本、％）�
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「
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
研
修
セ
ン
タ
ー
」

　
浅
口
郡
船
穂
町
は
、
森
林
面
積
が
一

〇
〇
㌶
で
林
野
率
九
㌫
と
県
下
で
最
も

森
林
の
少
な
い
地
域
で
す
。

　
し
か
し
、
町
北
部
に
位
置
す
る
愛
宕

山
は
広
く
町
民
に
親
し
ま
れ
、
自
然
休

養
の
場
と
し
て
、
毎
年
七
月
に
行
わ
れ

る
高
梁
川
花
火
大
会
鑑
賞
の
最
適
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も
利
用
さ
れ

て
お
り
、
休
憩
舎
や
遊
歩
道
、
木
製
ベ

ン
チ
な
ど
を
整
備
し
愛
宕
山
森
林
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
船
穂
町
は
、
加
温
マ
ス
カ
ッ
ト
で
全

国
出
荷
量
の
四
〇
㌫
を
占
め
、
ス
イ
ー

ト
ピ
ー
で
は
全
国
五
大
産
地
に
数
え
ら

れ
る
な
ど
農
業
の
盛
ん
な
地
域
で
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
体
験
型
農
業
や
農
家

の
企
業
化
な
ど
、
未
来
型
農
業
へ
の
取

り
組
み
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
船
穂
町
で

は
、
愛
宕
山
森
林
公
園
の
一
角
に
、
農

業
実
務
研
修
を
希
望
す
る
新
規
就
農
者

や
新
品
種
農
作
物
な
ど
の
試
験
研
究
を

希
望
す
る
農
業
者
の
た
め
の
施
設
と
し

て
「
船
穂
町
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
研
修
セ

ン
タ
ー
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
メ
イ
ン
施
設
と
し
て

木
造
ロ
グ
ハ
ウ
ス
造
り
の
営
農
・
研
究

棟
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
営
農
・
研
究
棟
は
、
直
径
一
五

㌢
㍍
の
間
伐
材
丸
棒
を
積
み
上
げ
る
方

式
で
建
設
さ
れ
て
お
り
、
総
材
積
三
二

立
方
㍍
、
建
築
面
積
九
八
平
方
㍍
で
、

そ
の
内
実
習
室
が
六
三
平
方
㍍
、
研
究

室
が
二
〇
平
方
㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
研
修
セ
ン
タ
ー

は
、
船
穂
町
が
平
成
六
年
か
ら
順
次
施

設
整
備
を
進
め
て
き
た
愛
宕
山
森
林
公

園
内
に
建
設
す
る
こ
と
か
ら
、
建
築
様

式
を
国
産
材
を
使
っ
た
木
造
ロ
グ
ハ
ウ

ス
建
築
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
障
害
者
の
利
用
も

可
能
な
木
造
ト
イ
レ
や
遊
歩
道
、
地
域

特
産
物
で
あ
る
マ
ス
カ
ッ
ト
を
加
工
す

る
ワ
イ
ン
工
房
な
ど
も
整
備
し
、
愛
宕

山
を
美
し
い
清
流
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
森

林
公
園
と
し
て
船
穂
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

《
事
業
概
要
》

　
木
造
平
屋
建
　
　
　
ロ
グ
ハ
ウ
ス

　
建
築
面
積
　
　
　
九
八
平
方
㍍

　
事
　
業
　
費
　
一
、
五
四
〇
万
円

《
所
在
地
》

　
浅
口
郡
船
穂
町
大
字
水
江
八
〇
〇
│
一

《
問
い
合
わ
せ
先
》

　
船
穂
町
産
業
課

　
　
℡
〇
八
六
（
五
五
二
）
五
一
一
〇

AG

（
倉
敷
普
及
指
導
区
　
中
村
智
幸
）

営農・研究棟内部

愛宕山の木造施設

シ
リ
ー
ズ
地
域
の
木
材
利
用
施
設�
EEEEEE

EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
E EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE
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普
及
指
導
最
前
線

「
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
」
完
成

阿
新
普
及
指
導
区

一
　
は
じ
め
に

　
岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
新
見
木
材

共
販
所
は
県
下
の
素
材
取
扱
量
の
約
五

分
の
一
に
当
た
る
年
間
七
万
立
方
㍍
を

取
り
扱
っ
て
お
り
、
阿
新
地
域
に
お
け

る
木
材
集
散
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
林
産
活
動
が
盛
ん
な
阿

新
地
域
で
す
が
、
林
業
関
係
者
の
活
動

拠
点
と
な
る
研
修
施
設
が
な
く
、
林
研

グ
ル
ー
プ
、
林
業
関
係
者
等
か
ら
施
設

整
備
を
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
要
望
に
応
え
る
た
め
、
岡

山
県
森
林
組
合
連
合
会
は
、
林
業
構
造

改
善
事
業
（
地
域
材
利
用
促
進
施
設
緊

急
整
備
事
業
）
に
よ
り
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
の
整
備
に
取
り
組
み
、
平
成
十
四

年
九
月
三
十
日
に
完
成
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

二
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
概
要

　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
木
造
二
階

建
て
（
延
べ
一
七
〇
平
方
㍍
）
で
、
木

造
建
築
の
モ
デ
ル
施
設
と
な
る
よ
う
阿

新
地
域
産
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

（
三
二
立
方
㍍
）
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
木
製
品
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
常
設
す
る
な
ど
、
林
業
関
係
者

は
も
と
よ
り
、
今
ま
で
林
業
と
は
縁
の

な
か
っ
た
一
般
の
方
々
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
構
造
上
特
筆
す
べ
き
点
は
、
既
存
の

管
理
棟
と
結
合
さ
せ
て
建
築
し
、
二
階

部
分
を
一
つ
の
フ
ロ
ア
と
し
て
広
い
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
た
め
、
新
た

に
新
築
し
た
場
合
に
比
べ
経
費
が
節
減

で
き
た
こ
と
に
加
え
、
施
設
の
利
用
や

管
理
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
共
販
所
土
場
に
隣
接
し
て
い

る
た
め
、
採
材
方
法
や
枝
打
ち
等
保
育

技
術
が
材
価
に
ど
う
反
映
さ
れ
る
か
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
見
な
が
ら

研
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
　
お
わ
り
に

　
今
後
は
、
優
良
材
共
進
会
や
林
研
グ

ル
ー
プ
研
修
会
を
は
じ
め
様
々
な
利
用

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
阿
新
地
域
の
林

業
関
係
者
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
活
用

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

AG

（
阿
新
普
及
指
導
区
　
安
東
誠
）

「
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

　
　
　
　
　
制
度
の
普
及
啓
発
活
動
」

久
米
普
及
指
導
区

一
　
は
じ
め
に

　
今
年
度
か
ら
、
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
を
図
る
観
点

か
ら
、
森
林
所
有
者
等
に
よ
る
森
林
施

業
の
実
施
に
不
可
欠
な
地
域
活
動
を
支

援
す
る
「
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交

付
金
」
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
久
米
普
及
指
導
区
で
は
、
よ
り
多
く

の
森
林
所
有
者
の
方
々
に
、
こ
の
制
度

を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
、
町
・
森
林
組
合
と
連
携

を
図
り
、
本
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

二
　
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

　
平
成
十
四
年
六
月
七
日
と
八
月
五
日

の
久
米
郡
五
町
の
担
当
課
長
並
び
に
森

林
組
合
職
員
を
対
象
に
し
た
打
合
せ
会

AG

議
に
　
が
講
師
と
し
て
出
席
し
、
本
制

度
の
趣
旨
及
び
事
業
の
内
容
、
森
林
施

業
計
画
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
、

理
解
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
久
米
郡
全
町
の
今
年
度

か
ら
の
事
業
実
施
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
町
で
は
、
地
域
の
実
態

に
応
じ
た
取
組
み
が
検
討
さ
れ
、
地
区

ご
と
に
森
林
所
有
者
等
を
対
象
に
し
た

AG

地
元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
　
も
計
九

日
間
、
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
新
制
度
に
対
す
る
森
林
所
有
者
の
関

心
と
期
待
は
非
常
に
大
き
く
、
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
も
随
時
、
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

三
　
今
後
の
取
組
み

　
本
制
度
の
実
施
に
お
い
て
、
大
き
な

役
割
が
期
待
さ
れ
る
森
林
組
合
は
、
地

域
の
森
林
整
備
の
担
い
手
と
し
て
、
積

極
的
に
交
付
金
制
度
の
推
進
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
み
に
対
し
、
普
及
指

導
区
も
強
力
に
支
援
を
行
い
、
着
実
な

実
施
に
向
け
、
森
林
組
合
と
一
体
と

な
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

AG

（
久
米
普
及
指
導
区
　
窪
井
裕
誠
）

地元説明会
柵原町北和気地区

林業総合センター
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は
じ
め
に

　
ケ
ヤ
キ
は
大
木
に
な
り
、
強
度
、
加

工
性
と
も
に
優
れ
、
木
目
は
鮮
明
で
色

調
も
嗜
好
に
合
致
し
、
構
造
材
、
装
飾

材
、
家
具
等
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
樹
は
外
国
に
も
見
当

た
ら
ず
、
代
替
材
料
や
外
材
と
の
競
合

に
も
対
抗
可
能
で
す
。
ま
た
、
景
観
的

に
も
優
れ
、
街
路
樹
、
公
園
等
に
好
ん

で
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
本
県
に
比
較
的
広
範
囲
に
分

布
し
て
い
る
も
の
の
、
資
源
的
に
は
少

な
く
、
今
後
の
広
葉
樹
資
源
の
拡
充
を

考
え
る
と
き
、
ま
ず
第
一
番
目
に
考
慮

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

ホ
ン
ゲ
ヤ
キ
と
イ
シ
ゲ
ヤ
キ

　
ケ
ヤ
キ
に
は
、
木
目
が
細
や
か
（
年

輪
幅
二
〜
三
㍉
㍍
）
で
心
材
が
赤
褐
色

を
呈
し
、
材
質
良
好
な
ホ
ン
ゲ
ヤ
キ

（
＝
ア
カ
ゲ
ヤ
キ
）
と
、
木
目
が
粗
く

（
年
輪
幅
五
〜
六
㍉
㍍
）
、
年
輪
幅
が

不
揃
い
で
材
が
堅
く
、
材
色
が
よ
く
な

い
イ
シ
ゲ
ヤ
キ
（
＝
ア
オ
ゲ
ヤ
キ
）
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は

銘
木
と
さ
れ
、
中
に
は
玉
杢
・
う
ず
ら

杢
な
ど
と
呼
ば
れ
る
杢
を
有
す
る
も
の

が
あ
り
、
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
で
は
イ
シ
ゲ
ヤ
キ
と

た
。
大
径
木
は
樹
皮
に
模
様
が
み
ら

れ
、
葉
は
小
さ
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
も

の
の
、
産
地
間
あ
る
い
は
個
体
間
の
遺

伝
的
な
違
い
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
心
材
の
色
に
つ
い
て
は
、
樹
齢
に

よ
っ
て
大
き
く
変
化
す
る
の
で
は
な
い

か
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

杢
に
つ
い
て
は
、
幹
に
現
れ
る
イ
ボ
状

突
起
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
推
定
で
き

る
場
合
と
、
外
見
か
ら
は
識
別
不
可
能

な
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ケ
ヤ
キ
は

高
価
に
取
り
引
き
さ
れ
、
品
種
あ
る
い

は
遺
伝
に
関
す
る
情
報
が
あ
ま
り
に
も

不
足
し
て
い
る
故
に
、
夢
多
き
樹
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

育
種
へ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
ケ
ヤ
キ
の
育
種
を
考
え
る
と
き
、
品

種
の
問
題
、
立
地
環
境
や
施
業
と
成

長
・
材
質
・
通
直
性
等
と
の
関
係
、
樹

齢
と
形
質
の
発
現
の
関
係
な
ど
未
解
決

の
問
題
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す

が
、
早
め
に
手
を
打
っ
て
有
用
形
質
木

を
遺
伝
子
資
源
と
し
て
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
十
一
〜
十
三
年
度
に

地
方
振
興
局
と
共
同
で
県
内
各
地
か
ら

巨
樹
で
幹
の
通
直
性
等
の
優
良
な
三
五

個
体
を
選
抜
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ
れ

ら
の
個
体
を
接
ぎ
木
で
ク
ロ
ー
ン
増
殖

中
で
あ
り
、
十
五
年
度
に
は
採
種
園
を

造
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
採
種
園
か
ら
の
種
子
を
一
般
向
け

に
供
給
す
る
と
と
も
に
、
試
験
林
を
造

成
し
、
母
樹
や
立
地
環
境
等
の
違
い
と

形
質
の
発
現
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
計
画
で
す
。

　
参
照
文
献
　
橋
詰
隼
人
（1987

）
　
ケ
ヤ

キ
の
利
用
材
積
と
材
質
に
つ
い
て
　
鳥
大
広
葉

樹
研
究
（
四
）

言
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
直
径
三

〇
㌢
㍍
程
度
以
上
で
通
直
で
あ
れ
ば
、

高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
左
の
図
は
、
ケ
ヤ
キ
に
お
け
る
平
均

年
輪
幅
と
圧
縮
強
度
の
関
係
を
み
た
も

の
で
す
。

　
平
均
年
輪
幅
が
大
き
い
ほ
ど
、
圧
縮

強
度
が
高
く
、
す
な
わ
ち
材
が
堅
く
な

る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
環
孔

材
の
特
徴
で
あ
り
、
イ
シ
ゲ
ヤ
キ
の
名

前
の
所
以
で
す
。

　
ホ
ン
ゲ
ヤ
キ
と
イ
シ
ゲ
ヤ
キ
を
見
分

け
る
方
法
と
し
て
、
木
材
業
者
間
で

ぜ
に

は
、
樹
皮
は
灰
褐
色
で
銭
斑
等
の
模
様

が
あ
り
、
葉
は
小
型
、
秋
の
紅
葉
は
紅

色
が
強
く
、
枝
は
小
枝
が
多
い
も
の
が

ホ
ン
ゲ
ヤ
キ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
科
学
的

証
明
は
い
っ
さ
い
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
筆
者
は
、
か
つ
て
県
下
各
地
の
ケ

ヤ
キ
に
つ
い
て
樹
皮
の
色
（
模
様
）
や

葉
型
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
し

ケヤキ材における平均年輪幅と
圧縮強度との関係（橋詰1987）

選抜木（胸高直径
  97㎝、枝下高12ｍ）

　
　
林
業
試
験
場

　
　
林
業
試
験
場�

　
　
林
業
試
験
場�丹

　
原
　
哲
　
夫

丹
　
原
　
哲
　
夫�

丹
　
原
　
哲
　
夫�

夢
多
き
樹
種

夢
多
き
樹
種�

　
　
　
　
ケ
ヤ
キ

　
　
　
　
ケ
ヤ
キ�

夢
多
き
樹
種�

　
　
　
　
ケ
ヤ
キ�
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森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン�

　
　
　
　
　
施
設
の
紹
介�

　

駒
の
尾
山

　
兵
庫
県
千
種
町
と
東
粟
倉
村
、
西
粟

倉
村
の
三
町
村
と
の
境
界
に
位
置
す
る

駒
の
尾
山
は
標
高
一
、
二
八
一
㍍
で
県

下
で
三
番
目
に
高
い
山
で
す
。
西
粟
倉

村
で
は
、
平
成
十
一
年
度
〜
平
成
十
三

年
度
ま
で
森
林
空
間
総
合
整
備
事
業
に

取
り
組
み
、
駒
の
尾
山
一
帯
の
標
高
約

六
〇
〇
㍍
か
ら
一
、
二
八
〇
㍍
に
広
が

る
一
一
五
㌶
の
森
林
を
五
つ
の
ゾ
ー
ン

に
分
け
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

【
五
つ
の
ゾ
ー
ン
の
紹
介
】

◆
森
林
学
習
の
森

　
下
刈
り
、
除
間
伐
等
の
森
林
造
成
の

方
法
に
つ
い
て
学
習
し
、
あ
わ
せ
て
森

林
の
機
能
、
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

◆
出
会
い
の
森

　
人
々
が
集
い
、
林
内
の
散
策
を
通
じ

て
野
鳥
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
彩
り
の
森

　
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、

ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
貴
重
な
天
然
林
を

身
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
共
生
の
森

　
種
の
多
様
性
が
保
た
れ
た
林
内
を
深

く
学
習
し
、
人
と
自
然
と
の
共
生
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
林
業
体
験
の
森

　
森
林
の
持
つ
木
材
生
産
機
能
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
、
実
際
に
間
伐
等
の

作
業
が
体
験
で
き
ま
す
。

【
駒
の
尾
登
山
道
】

　
近
年
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ー
ム
に
よ

り
、
駒
の
尾
山
へ
登
る
人
が
年
々
増
え

て
き
て
い
る
た
め
、
今
年
の
三
月
に
は

林
道
ダ
ル
ガ
峰
線
沿
い
に
、
新
し
く
駒

の
尾
登
山
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
登

山
道
入
口
は
石
畳
で
始
ま
り
、
す
ぐ
に

間
伐
材
を
利
用
し
た
木
橋
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
登
山
道
中
間
地
点
に
は
ロ

グ
ハ
ウ
ス
風
の
休
憩
小
屋
が
あ
り
、
さ

ら
に
進
む
と
、
素
晴
ら
し
い
ド
ウ
ダ
ン

ツ
ツ
ジ
の
群
生
地
が
現
れ
ま
す
。
勾
配

の
き
つ
い
と
こ
ろ
に
は
、
間
伐
材
を
利

用
し
た
手
す
り
を
設
置
し
て
お
り
、
比

較
的
楽
に
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
展

望
台
を
過
ぎ
る
と
頂
上
に
到
着
し
ま

す
。
頂
上
は
三
六
〇
度
の
視
界
が
開

け
、
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
広
場
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
登

山
道
入
口
か
ら
頂
上
ま
で
は
、
約
二
㌔

㍍
あ
り
、所
要
時
間
は
約
一
時
間
で
す
。

　
登
山
口
に
は
、
木
の
温
も
り
を
感
じ

る
休
憩
施
設
や
広
場
が
あ
り
、
登
山
者

等
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
駒
の
尾
山
の

自
然
を
満
喫
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
西
粟
倉
村
役
場
産
業
建
設
課

　
　
（
〇
八
六
八
）
七
九
│
二
一
一
一

AG

（
勝
英
普
及
指
導
区
　
辻
昭
浩
）

駒の尾登山道入口

整備された登山道
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▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

売
れ
て
ま
す
「
間
伐
材
活
用
木
製
品
」

　
間
伐
の
推
進
の
た
め
に
は
、
間
伐
材

の
需
要
を
喚
起
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
岡
山
地
方
振
興
局
森

林
課
で
は
岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
と

協
力
し
て
新
し
い
タ
イ
プ
の
木
製
「
ベ

ン
チ
」
と
「
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
」
を
製

作
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
丸
棒
加
工
し
た
県
産
の
間

伐
材
を
活
用
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

で
も
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
キ
ッ

ト
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
管
内
の
市
町

村
役
場
等
で
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
大
変

好
評
で
多
数
の
注
文
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
お
宅
に
も
い
か
が
で
す
か
。

　
製
品
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

1

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会 

〇
八
六
│

二
二
二
│
七
六
七
一
へ
お
願
い
し
ま

す
。

「
林
業
作
業
士
一
〇
名
が
誕
生
」

　
岡
山
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
林
業
の
基
幹
と
な
る

優
秀
な
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
毎

年
「
林
業
作
業
士
育
成
研
修
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
新
た
に
一
〇
名
の
「
林

業
作
業
士
」
が
誕
生
し
ま
し
た
の
で
、

研
修
を
終
え
て
の
感
想
と
と
も
に
紹
介

し
ま
す
。

　
今
後
、
地
域
林
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

美
星
町
森
林
組
合

う
す
き
じ
ろ
う

37

宇
宿
次
朗
さ
ん（
　
）

「
若
い
人
達
！
山
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
。
」

神
郷
町
森
林
組
合

な
か
だ
ゆ
う
じ

22

仲
田
有
志
さ
ん（
　
）

「
安
全
に
注
意
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
。
」

真
庭
森
林
組
合

た
き
も
と
と
も
ゆ
き

28

瀧
本
知
之
さ
ん（
　
）

「
き
つ
い
で
す
が
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
す
。
」

加
茂
森
林
組
合

い
と
う

す
す
む

33

伊
藤
　
享
さ
ん（
　
）

「
林
業
の
仲
間
と
知

り
合
え
て
大
変
よ

か
っ
た
。
」

鏡
野
町
森
林
組
合

さ
か
た

お
さ
む

28

坂
田
　
修
さ
ん（
　
）

「
安
全
作
業
で
が
ん

ば
り
ま
す
。
」

富
村
森
林
組
合

ふ
る
い
ち
し
ん
じ

28

古
市
真
司
さ
ん（
　
）

「
日
々
精
進
」

勝
田
町
森
林
組
合

に
し
も
り
は
や
と

18

西
森
隼
人
さ
ん（
　
）

「
が
ん
ば
っ
て
林
業

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
」

奈
義
町
森
林
組
合

さ
か
て
し
ん
や

22

坂
手
晋
也
さ
ん（
　
）

「
労
働
環
境
は
厳
し

い
で
す
が
、
魅
力
あ

る
仕
事
で
す
。
」

藤
原
林
業（
勝
田
町
）

お
が
わ
て
つ
し

24

小
川
哲
史
さ
ん（
　
）

「
現
場
で
多
く
の
こ

と
を
学
び
な
が
ら
、

が
ん
ば
り
ま
す
。
」

向
井
林
業（
美
甘
村
）

お
お
た
つ
ね
ひ
ろ

35

太
田
恒
寛
さ
ん（
　
）

「
こ
の
研
修
を
生
か

し
、
林
業
で
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。」

（
所
属
、
氏
名
、
感
想
の
順
に
記
載
）

美
し
い
森
づ
く
り
講
演
会
の
御
案
内

　
美
し
い
森
づ
く
り
推
進
会
議
で
は
、

皆
さ
ん
に
広
く
森
づ
く
り
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
る
た
め
「
美
し
い
森
づ
く
り

講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
料
は

無
料
で
す
。奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
自
家
用
車
で
の
ご
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
公
共
交
通
機
関
又
は

送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
　
日
時
　
平
成
十
五
年
一
月
十
五
日

　
　
　
　
　
（
水
）
十
三
時
〜
十
五
時

二
　
場
所
　
岡
山
国
際
ホ
テ
ル

三
　
講
演
テ
ー
マ

　
　
「
人
と
自
然
と
の
共
生
」

四
　
講
師
　
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
氏

五
　
参
加
申
込
　
美
し
い
森
づ
く
り
推

　
進
会
議
事
務
局
（
岡
山
県
林
政
課
内

1
　 

〇
八
六
│
二
二
六
│
七
四
五
一
）

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
七
百
人
先
着
）

・講師略歴：1940年７月生。シミエン山岳国立公
園長、カナダ水産調査局淡水研究所主任技官等
を経て、1980年に長野県黒姫に居を定め、以降
作家として活動。1995年、日本国籍を取得。
2001年、自ら荒れた森を購入し、生態系の復活
を試みる作業を16年間行い、ＮＰＯ「アファン
の森基金」を設立。2002年、（財）Ｃ．Ｗ．ニコ
ル・アファンの森財団を設立。

・主な著書：「ティキシー」角川書店、「勇魚」文
藝春秋社、「風をみた少年」講談社、「TREE」徳
間書店、「FOREST」徳間書店他多数
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編
集
後
記

○
石
井
知
事
が
岡
山
県
木
材
需
要
拡
大

推
進
会
議
の
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
間
伐
材
は
も
と
よ
り
、
新
た
な
木

材
の
用
途
開
発
な
ど
を
総
合
的
に
協
議

す
る
機
関
と
し
て
の
機
能
が
高
ま
り
、

県
産
材
の
一
層
の
利
用
促
進
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

○
再
生
産
が
可
能
な
木
材
の
利
用
は
、

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
上
で
極
め
て

重
要
で
す
。

○
農
業
分
野
で
は
「
地
産
地
消
」
と
い

う
言
葉
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
ま
ず
は
、
地
元
の
間
伐
材
を
で
き
る

だ
け
人
目
に
つ
く
よ
う
に
利
用
し
て
みt

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
　
　 

　製　　　  材  （10月下旬）�

杉　正　角　３c

寸法

6.0

7.5

9.0

〃�

10.5

〃

〃

〃

12.0

〃

〃�

長　　　サ　４c

6.0

9.0

〃

10.5

12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�



安値－高値
（千円）

27－33

18－20

15－16

20－23

35－40

45－50

55－60

70－80

40－50

50－60

60－70



30－35

18－20

22－25

30－35

30－35

桧　正　角　３c

寸法

6.0

7.5

9.0

〃

10.5

〃

〃

〃

12.0

〃

〃�

長　　　サ　４c

6.0

9.0

〃

10.5

12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�



安値－高値
（千円）

35－40

28－30

16－18

23－25

55－60

65－70

100－130

150－180

65－70

  90－130

150－170



40－45

23－25

30－35

60－65

65－70

桧　長　柱　６c

寸　法

10.5

12.0

〃　�

13.5

〃　�

ラ　　ス　　板�

２m
1.2×  9.0
３m
1.2×  9.0
２m
1.5×10.5
２m
0.9×24.0
２m
1.5×21.0

造　　作　　材�

杉４m
3.0×  3.0
杉４m
4.0×  4.5
杉４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5

�

等級�

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

�

�

�

�

�

�

�

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�



安値－高値
（千円）

65－70

  90－110

120－130

80－90

100－120



15－20

18－23

－

60－65

30－40



（本）0.6－１ 

（本）1.2－２ 

180－200

150－200

200－250

　木　材（10月下旬）�

　乾しいたけ（10月中旬）�

長さ�
�

３m
�
�
�
４m
�
�
６m

径（b）�
７－12

13
14－16

18上
７－12
11－13
14－16

18上
14－16
18－20

杉（千円）�
8
6

13
14
8
－
－
11
－
－

桧（千円）�
13
18
27
28
15
－
28
28
44
37

松（千円）�
－
－
－
15
－
－
－
25
－
－

価格�
名柄別�
香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

価格o当り（百円）�
平　均�

53
46
41
37
36
33
42
45
44
38
31
26

�
高　値�

63
63
56
58
42
43
80
59
54
53
43
30
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加入できる森林は

保険金が出るのは

加 入 期 間 は

日本産原木しいたけ栽培を応援します

品質の信用が第一です

〈本　　部〉鳥取市富安１丁目８４番地　電話　0857－22－6161

〈鳥取駐在〉鳥取市古郡家２１１番地　　電話　0857－51－8132

¡岡山県農林水産部治山課　電話番号 086（224）2111（代表）
086（226）7455（直通）
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岡山県治山林道協会
本所　〒703－8233  岡山市高屋225－１
　　　　　　　　 TEL（086）271－3711
　　　　　　　　 FAX（086）271－3773
支所　〒708－0013  津山市二宮1849－２
　　　　　　　　 TEL（0868）28－9360
　　　　　　　　 FAX（0868）28－9363

社団
法人

緑 豊 か な 自 然 を 守 る
　　　　治山・林道事業の普及啓発、技術援助
　　　　治山・林道の調査、測量、設計
　　　　森林整備の総合計画
　　　　治山・林道に係る用地測量
　　　　公共事業に係る保安林業務

編
　
集
　
岡
山
県
庁
林
政
課
内

発
行
人
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

林
声
　
平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
（
三
六
六
号
）


